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一般会計補正予算（第６号）を修正可決
主な議案
議決結果
一般質問に９人が登壇

4
2

12月定例会

11 議会活動１年間（平成26年）　

その他

ハッピーフラワーガーデン

ウィークエンド イルミネーション

冬咲きぼたん展

～庄原の冬の楽しみ方～
国営備北丘陵公園
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　木質バイオマス利活用プラント整備補助事業に係る不適正分の補助金返還金を含む総額２億
4,635万２千円が追加されました。
　議会は、市には計画主体としての責任を果たす必要があることや、グリーンケミカル社からの返
還金が見込めないことから、歳入の財源を執行者が提案した特定財源ではなく、一般財源とするほ
うが適正であると判断し、財源修正を行った上で可決しました。（詳細については３ページをご参
照ください。）

主な質疑
問：平成26年度の財政運営の見通しはどうか。
答：�例年どおりであれば、不用額は２億円から３億円と見込むが、今後の降雪状況にもよる。ま

た、今後決定する特別交付税の影響が大きい。
問：政府追加予算は、商品券や燃料等への支援とあるが、本市の対応はどうなのか。
答：�国は年明けに決定するのではないかと思われる。国の動向を見極めながら情報収集に努め、地

域の経済情勢等を把握し、本市としてどのような事業に活用すべきか検討した上で、補正予算
等での対応が必要と考えている。

問：�人事院勧告に基づく特別職、議員の期末手当支給率を改定しない理由は何か。改定した場合の
影響額はいくらか。

答：�本市の状況を踏まえて改定していない。改定した場合の影響額は、特別職が約49万６千円、議
員が約114万８千円の増である。

　このたびの補正予算では、近年の懸案であった木質バイオマス関連事業に係る補助金返還や、人
事院勧告に基づく給料改正などが審議されました。

◆平成26年度庄原市一般会計補正予算（第６号、第７号）

一般会計補正予算（第６号）の主な内容

一般会計補正予算（第７号）の主な内容

増額され
たもの　

賦課徴収事業 494万5千円 自立支援事業 515万2千円
　土地地番現況図作成業務における作業実
績筆数の増加により委託料を追加

　身体障害者への装具給付件数の増加によ
る扶助費を追加

有害鳥獣防除事業 891万3千円 小学校事務局教育振興事業 3,385万5千円
　防除柵や捕獲柵の補助金申請件数の増加
による補助金を追加

　平成27年度小学校教科書改訂のため、教
師用指導書などの備品購入費や消耗品費な
どを追加

減額され
たもの　

医療対策事業 1,667万3千円 新産業創出事業 387万6千円
　庄原赤十字病院における産科再開が平成
26年度中に見込めなくなったため、準備経
費などへの補助金を減額

　木質バイオマス利活用プラント整備事業
中止により、事業検討委員会の関係経費を
減額

12月定例会 一般会計補正予算（第６号）　修正可決
一般会計（第７号）・特別会計補正予算　原案可決

補正額 補正後の予算総額
一般会計補正予算（第６号） 2億4,635万2千円追加

323億2,035万1千円
一般会計補正予算（第７号） 5,435万8千円減額
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木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
プ
ラ

ン
ト
整
備
補
助
事
業
に
お
け
る
不

適
正
受
給
分
の
国
庫
補
助
金
返
還

に
係
る
補
正
予
算
が
11
月
25
日
に

上
程
さ
れ
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利

活
用
プ
ラ
ン
ト
整
備
補
助
事
業
調

査
特
別
委
員
会
へ
付
託
の
上
、
12

月
12
日
の
本
会
議
で
審
査
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
プ
ラ

ン
ト
整
備
補
助
事
業
の
中
で
、
農

林
水
産
省
の
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
利

活
用
交
付
金
を
庄
原
市
農
林
漁
業

振
興
補
助
金
と
し
て
グ
リ
ー
ン
ケ

ミ
カ
ル
社
に
交
付
し
た
が
、
同
社

が
市
に
虚
偽
の
報
告
を
行
い
、
目

的
外
に
使
用
し
た
部
分
を
国
か
ら

の
返
還
命
令
に
従
っ
て
返
還
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

　

歳
出
は
、
事
業
整
理
の
た
め
の

弁
護
士
費
用
委
託
料
２
１
９
万

円
、
債
権
者
破
産
申
立
予
納
金

６
１
０
万
円
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

利
活
用
プ
ラ
ン
ト
整
備
補
助
事
業

に
係
る
不
適
正
部
分
の
補
助
金
返

還
２
億
３
８
０
６
万
２
千
円
。
歳

入
は
、
補
助
金
返
還
の
財
源
と
な

る
同
社
か
ら
の
返
納
金
。

　

補
正
予
算
案
で
は
同
社
か
ら
の

返
納
金
を
特
定
財
源
と
し
て
い
る

が
、
市
の
会
計
処
理
上
、
保
有
現

金
で
立
て
替
え
支
払
い
を
す
る
こ

と
で
完
納
し
、
そ
の
後
、
同
社
へ

補
助
金
返
還
を
求
め
て
い
く
こ
と

と
な
る
。
返
納
金
を
特
定
財
源
と

す
る
理
由
は
、
市
が
同
社
に
補
助

目
的
外
に
使
用
し
た
不
適
正
額
の

返
還
を
求
め
る
強
い
意
志
を
明
示

す
る
た
め
で
あ
り
、
債
権
の
回
収

に
努
め
た
い
。

　

　

　

債
権
回
収
手
続
き
に
少
な
く
と

も
１
年
を
要
し
、
確
実
な
返
納
が

見
込
め
な
い
中
で
、
地
方
自
治
法

の
「
会
計
年
度
独
立
の
原
則
」
、

地
方
財
政
法
の
「
正
確
に
そ
の
財

源
を
捕
そ
く
し
、
且
つ
、
経
済
の

現
実
に
即
応
し
て
そ
の
収
入
を
算

定
し
、
こ
れ
を
予
算
に
計
上
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
規
定
に

照
ら
す
と
、
特
定
財
源
と
す
る
対

応
は
不
適
正
で
は
な
い
か
。
同
社

か
ら
の
返
納
金
に
つ
い
て
は
、
返

納
が
見
込
め
な
い
現
実
を
市
長
も

認
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歳
入
不

確
定
金
を
歳
入
経
理
す
る
こ
と
は

不
適
正
と
の
指
摘
を
免
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
ま
た
、
補
助
金
返

還
命
令
の
受
命
者
は
庄
原
市
長
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
主
体
と
し

て
の
責
任
に
お
い
て
、
国
へ
の
返

還
は
一
般
財
源
に
よ
り
行
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

今
回
の
事
案
発
生
理
由
に
は
、

市
の
事
務
処
理
が
補
助
金
適
正
化

法
に
抵
触
す
る
と
の
指
摘
を
完
全

に
排
除
で
き
な
い
経
過
も
あ
り
、

こ
の
事
業
を
整
理
す
る
に
は
、
法

令
や
例
規
を
し
っ
か
り
遵
守
す
る

こ
と
が
市
民
に
対
す
る
行
政
の
責

務
で
あ
る
。

　

委
員
か
ら
議
案
第
１
４
７
号
に

対
す
る
修
正
動
議
が
出
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
全
員
一
致
で
可
決

し
、
こ
の
議
案
の
修
正
案
を
提
案

す
る
。

　

補
助
金
返
還
に
係
る
補
正
予
算

案
の
提
案
は
、
こ
の
事
件
の
発
生

経
過
や
補
助
金
に
関
す
る
法
規
制

か
ら
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
の
補
正
予
算
を
可
決
す
る
に
あ

た
り
、
市
長
に
次
の
と
お
り
実
行

す
る
こ
と
を
強
く
求
め
、
意
見
と

す
る
。

１�　
市
長
は
、
こ
の
事
件
の
責
任

の
所
在
に
つ
い
て
早
急
に
明
確

に
し
、
そ
の
こ
と
へ
の
対
応
を

真し
ん

摯し

に
行
う
と
と
も
に
、
市
民

に
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２�　
市
長
は
グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル

社
と
そ
の
経
営
者
に
対
し
て
、

徹
底
し
た
債
権
回
収
に
努
め
る

と
と
も
に
、
不
正
に
受
給
さ
れ

た
資
金
の
使
途
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
実
行
し

て
、
議
会
と
市
民
に
そ
の
取
り

組
み
経
過
と
結
果
を
報
告
す
る

こ
と
。

【
修
正
案
に
対
す
る
賛
成
討
論
】

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
ど
こ

か
ら
お
金
が
出
て
い
る
の
か
、
何

の
お
金
を
使
っ
て
返
す
の
か
と
い

う
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
委
員
長
報
告
に
よ
れ

ば
、
債
権
回
収
の
手
続
き
に
１
年

は
か
か
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
今

年
度
中
は
回
収
困
難
で
あ
る
。
平

成
25
年
１
月
臨
時
会
で
、
補
助
対

象
外
と
な
っ
た
部
分
の
国
庫
補
助

金
を
返
還
す
る
補
正
予
算
を
可
決

し
、
返
還
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
も
、
グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル
社

へ
返
納
を
請
求
し
て
い
る
が
、
い

ま
だ
に
返
納
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
今
回
に
つ
い
て
も
返
納
さ
れ

る
と
は
到
底
思
え
な
い
。
も
ち
ろ

ん
同
社
に
対
し
て
全
力
で
請
求
を

行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
が
、
市

と
し
て
責
任
あ
る
対
応
を
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
一
般
財
源
で
の
対
応

が
必
要
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
も
理
解
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
る
。

委
員
長
報
告
（
要
旨
）

執
行
者
提
案
の
補
正
予
算

補
正
予
算
の
内
容

執
行
者
の
補
足
説
明

委
員
会
の
見
解

委
員
会
の
修
正
案

委
員
会
の
補
足
意
見

議
案
第
147
号
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）（
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
補
助
金
返
還
）

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
プ
ラ
ン
ト
整
備
補
助
事
業
調
査
特
別
委
員
会
が
修
正
案
提
案

委員長報告の様子
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議
案
第
１
５
２
号

庄
原
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
26
年
人
事
院
給
与
勧
告
に
伴
う

国
家
公
務
員
の
給
与
の
改
定
状
況
を
勘

案
し
、
職
員
の
給
与
を
改
定
す
る
こ
と

及
び
通
勤
に
伴
い
有
料
駐
車
場
を
使
用

す
る
場
合
の
通
勤
手
当
加
算
額
を
改
定

す
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

議
案
第
１
５
４
号

庄
原
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
等
の
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の

�

▽
原
案
可
決

議
案
第
１
５
７
号

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

【
施
設
名
称
】

　

庄
原
市
鮎
の
里
公
園

【
指
定
団
体
】

　

株
式
会
社　

高
瀬
の
湯

【
指
定
の
期
間
】

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

　

平
成
32
年
３
月
31
日
ま
で

�
▽
原
案
可
決

議
案
第
１
５
８
号

新
市
建
設
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
合
併
市
町
村

に
係
る
地
方
債
の
特
例
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
基
づ
き
、
合
併
特
例
債
の
発

行
期
間
を
延
長
す
る
た
め
、
新
市
建
設

計
画
の
一
部
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
も

の

�

▽
原
案
可
決

主 

な 

議 
案

〔
調
査
事
項
〕

　

学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
教
育
の
推

　

進
に
つ
い
て

〔
調
査
方
法
〕

　

行
政
視
察
（
佐
賀
県
武
雄
市
）

〔
調
査
内
容
〕

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
よ
る
反
転
授
業

〔
調
査
結
果
・
意
見
・
提
言
〕

　

市
立
小
学
校
全
11
校
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
活
用
し
た
「
反
転
授
業
（
復
習
重
視
か

ら
予
習
重
視
に
反
転
さ
せ
た
授
業
）
」
が
導

入
さ
れ
て
い
る
。
児
童
は
あ
ら
か
じ
め
タ
ブ

レ
ッ
ト
内
の
教
材
動
画
に
よ
っ
て
家
庭
で
予

習
を
し
、
授
業
で
は
、
予
習
で
分
か
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
話
し
合
っ
た
り
、
教
え
合
っ

た
り
し
て
、
理
解
を
深
め
て
い
る
。

　

各
委
員
か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
反
転

授
業
は
近
い
将
来
、
本
市
で
も
採
用
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。

　

本
市
の
小
学
校
の
中
か
ら
モ
デ
ル
校
を
選

定
し
、
早
期
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
反
転

授
業
の
実
証
実
験
の
実
施
を
提
言
す
る
。
現

在
建
て
替
え
中
の
庄
原
小
学
校
に
、
最
低
限

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
し
て
、
Ｗ
ⅰ-

Ｆ
ⅰ
環

境
の
整
備
を
強
く
要
望
す
る
。

〔
調
査
事
項
〕

　

図
書
館
に
お
け
る
指
定
管
理
者
導
入
に
つ

　

い
て

〔
調
査
方
法
〕

　

行
政
視
察

　

（
佐
賀
県
武
雄
市
・
伊
万
里
市
）

〔
調
査
内
容
〕

・
指
定
管
理
を
導
入
し
た
武
雄
市
図
書
館

・�

市
民
が
運
営
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
伊
万

里
市
民
図
書
館

〔
調
査
結
果
・
提
言
〕

　

武
雄
市
図
書
館
は
、
経
費
削
減
と
市
民
満

足
度
向
上
に
成
功
し
た
優
良
事
例
で
あ
る
。

テ
ナ
ン
ト
と
し
て
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー

ヒ
ー
や
ツ
タ
ヤ
が
入
店
し
、
コ
ー
ヒ
ー
の

香
り
漂
う
癒
や
し
の
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

館
内
で
音
楽
が
流
れ
る
環
境
は
、
あ
ら
ゆ
る

階
層
の
人
た
ち
が
気
兼
ね
な
く
訪
れ
る
こ
と

を
可
能
と
し
て
い
た
。

　

伊
万
里
市
民
図
書
館
は
、
基
本
計
画
・
設

計
・
建
設
・
運
営
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

が
、
20
年
間
中
心
的
に
関
わ
っ
て
お
り
、
子

育
て
世
代
か
ら
高
齢
者
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
階

層
が
利
用
で
き
る
図
書
館
で
あ
っ
た
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

内
に
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
等
の

設
置
を
提
言
す
る
。
ま
た
、
市
民
ニ
ー
ズ

（
夢
）
を
集
約
す
る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
を

提
言
す
る
。

 

教
育
民
生
常
任
委
員
会

平
成
26
年

12
月
定
例
会

　

12
月
定
例
会
は
、
11
月
25
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
23
件
、
請
願
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

所
管
事
務
調
査
報
告
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請
願
第
２
号

小
規
模
企
業
振
興
条
例
の
早
期
制
定
を
求

め
る
請
願

【
請
願
者
】　

庄
原
民
主
商
工
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

松
浦
久
夫　

氏

【
紹
介
議
員
】　

谷
口
隆
明

【
請
願
項
目
】

　

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
が
地
方
自
治

体
に
求
め
て
い
る
「
自
然
的
経
済
的
社
会

的
諸
条
件
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
」
す
る

た
め
に
も
、
小
規
模
企
業
の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
振
興
条
例
を
早
期
に
制
定
す
る
よ

う
求
め
る
も
の

【
付
託
先
】　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
委
員
長
報
告
】

　

小
規
模
企
業
は
地
域
に
密
着
し
て
お

り
、
ま
ち
づ
く
り
を
も
担
っ
て
い
る
。
国

の
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
の
趣
旨
を
踏

ま
え
、
小
規
模
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い

て
、
本
市
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
を

規
定
し
た
理
念
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
個
別
具
体
的
な

助
成
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
、
企

業
経
営
者
、
市
民
、
行
政
、
金
融
機
関
、

学
識
経
験
者
な
ど
を
交
え
て
、
小
規
模
企

業
の
振
興
の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
か

ら
始
め
て
ほ
し
い
。

�

　
　

▽
採
択

請　
　
　

願

平成26年12月�

定例会議決結果
■賛成全員のもの（このたびの定例会で、賛否の分かれた議案等はありませんでした。）	
議決日 種類 番号 事　　　件　　　名 議決結果
11月
25日

議
案 146 専決処分の承認を求めることについて（平成26年度庄原市一般会計補

正予算（第５号）） 承　　認

12月 
3日

議
　
　
　
案

151 庄原市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例 原案可決

152 庄原市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
153 庄原市地域審議会設置条例を廃止する条例 原案可決
154 庄原市国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決
155 庄原市自治振興センター設置及び管理条例等の一部を改正する条例 原案可決
156 庄原市郷土資料館設置及び管理条例の一部を改正する条例 原案可決
157 指定管理者の指定について〔庄原市鮎の里公園〕 原案可決
158 新市建設計画の一部変更について 原案可決

12月
12日

議 

案

147 平成26年度庄原市一般会計補正予算（第６号）に対する修正案 可　　決

147 平成26年度庄原市一般会計補正予算（第６号） 修正案を除
く原案可決

12月
19日

議
　
　
　
　
　
案

159 平成26年度庄原市一般会計補正予算（第７号） 原案可決
160 平成26年度庄原市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
161 平成26年度庄原市国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第１号） 原案可決
162 平成26年度庄原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決
163 平成26年度庄原市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
164 平成26年度庄原市介護保険サービス事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
165 平成26年度庄原市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
166 平成26年度庄原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
167 平成26年度庄原市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
168 平成26年度庄原市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
169 平成26年度庄原市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決
170 平成26年度庄原市国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号） 原案可決

請願 2 小規模企業振興条例の早期制定を求める請願 採　　択

会期
11月25日～12月19日

（25日間）
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12月定例会では、９名が一般質問を行いました。
この記事は、要旨をまとめたものです。

一般質問

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
学
べ
る

�

生
涯
学
習
の
振
興
施
策
に
つ
い
て

　
　
　

現
代
的
課
題
に
関
す
る
、
各
自
治

振
興
区
へ
の
生
涯
学
習
委
託
事
業

の
成
果
と
、
課
題
解
決
に
向
け
た
方
策
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

成
果
は
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
て

る
意
識
の
向
上
が
図
ら
れ
た
こ
と

や
、
高
齢
者
の
心
身
の
健
康
の
維
持
・
増

進
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と
、
様
々
な

事
業
を
通
し
て
の
地
域
交
流
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
輪
が
広
が
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ

る
。
課
題
は
、
実
施
事
業
の
固
定
化
や
学

ん
だ
こ
と
が
必
ず
し
も
実
践
に
結
び
つ
い

て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
、
自
主
的
な
活
動

や
個
人
の
要
望
に
基
づ
い
た
事
業
は
多
く

行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
代
的
課
題
な

ど
、
社
会
の
要
請
に
基
づ
い
た
事
業
の
実

施
回
数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら

の
課
題
解
決
を
図
る
た
め
に
は
、
事
業
終

了
後
、
内
容
や
運
営
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、
感
想
や
意
見
を
調
査
す
る
な
ど
、
参

加
者
の
ニ
ー
ズ
や
要
望
を
把
握
し
、
積
極

的
な
学
習
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
も
各
自
治
振
興

区
と
し
っ
か
り
調
整
を
行
っ
て
い
き
た

い
。が

ん
検
診
に
つ
い
て

　
　
　

乳
が
ん
の
罹り

患か
ん

率り
つ

は
、
24
人
に
１

人
か
ら
14
人
に
１
人
へ
と
増
加
し

て
い
る
。
早
期
発
見
に
向
け
た
受
診
環
境

の
整
備
が
さ
ら
に
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

現
在
、
集
団
健
診
の
土
曜
日
実
施

や
、
乳
が
ん･

子
宮
が
ん･

大
腸
が

ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
交
付
、
国

民
健
康
保
険
加
入
者
の
集
団
健
診
に
か
か

る
自
己
負
担
の
軽
減
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
今
年
度
初
め
て
、
休
日
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
乳
が
ん
・
子

宮
が
ん
検
診
を
実
施
し
、
95
人
が
受
診
さ

れ
、
一
定
の
効
果
が
確
認
で
き
た
の
で
、

継
続
し
て
い
き
た
い
。
現
在
、
次
年
度
に

向
け
て
、
土
曜
日
実
施
の
集
団
健
診
会
場

を
新
た
に
追
加
す
る
こ
と
や
、
乳
が
ん
検

診
が
可
能
な
医
療
機
関
の
人
間
ド
ッ
ク
の

定
員
枠
拡
大
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

が
で
き
な
い
医
療
機
関
で
の
人
間
ド
ッ
ク

と
、
集
団
健
診
で
の
が
ん
検
診
を
組
み
合

わ
せ
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
受
診
し
や
す
い

環
境
整
備
を
検
討
し
て
い
る
。

問答

問答

近
こん

藤
どう

　久
ひさ

子
こ

議員
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ここが聞きたい

一般質問

庄
原
い
ち
ば
ん
基
本
計
画
の

�

達
成
状
況
に
つ
い
て

　
　
　

市
長
就
任
以
来
、
庄
原
い
ち
ば
ん

を
め
ざ
し
、
平
成
25
年
11
月
13
日

に
庄
原
い
ち
ば
ん
基
本
計
画
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
。
第
１
期
の
計
画
期
間
は
残
す
と

こ
ろ
４
カ
月
と
な
り
、
第
２
期
へ
向
け
て

具
体
的
な
予
算
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
て

い
る
と
思
う
。

①
市
長
の
実
感
と
し
て
、
庄
原
い
ち
ば
ん

基
本
計
画
の
手
応
え
を
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
の
か
。

②
特
に
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
は
ど

の
よ
う
な
点
か
。

　
　
　

①
成
果
を
上
げ
て
い
る
主
な
取
り

組
み
と
し
て
は
、
比
婆
牛
ブ
ラ
ン

ド
の
復
活
や
、
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
環
境
整
備
及
び
住
民
告
知
シ
ス
テ
ム

整
備
の
事
業
着
手
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、

本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
活
用

し
て
い
る
、
ヒ
バ
ゴ
ン
と
キ
ョ
ロ
や
ま
く

ん
を
模
し
た
庄
原
い
ち
ば
ん
ロ
ゴ
マ
ー
ク

も
、
浸
透
し
て
き
た
と
感
じ
て
い
る
。
や

は
り
本
市
に
は
、
庄
原
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
、
庄
原
を
訪
れ
て
よ
か
っ
た
と
多
く
の

方
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
素
地
が
豊
か
で

あ
る
と
、
再
認
識
し
た
と
い
う
の
が
率
直

な
実
感
で
あ
る
。
そ
し
て
、
庄
原
い
ち
ば

ん
基
本
計
画
に
よ
る
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く

り
に
ま
い
進
す
る
中
で
、
本
市
の
活
力
を

支
え
る
農
林
業
や
観
光
事
業
に
携
わ
っ
て

い
る
皆
さ
ん
の
努
力
に
触
れ
、
幅
広
い
世

代
の
方
々
の
笑
顔
に
接
す
る
と
き
、
改
め

て
手
応
え
の
一
端
を
感
じ
、
な
お
一
層
取

り
組
み
を
強
化
し
た
い
と
考
え
る
。

②
示
し
て
い
る
方
向
性
に
、
大
き
な
課
題

が
あ
る
と
は
認
識
し
て
い
な
い
が
、
細
か

く
個
々
の
事
業
に
つ
い
て
言
え
ば
、
思
い

描
い
て
い
た
と
お
り
の
成
果
が
得
ら
れ
て

い
な
い
取
り
組
み
も
あ
る
。
特
に
、
来
春

に
予
定
し
て
い
た
、
庄
原
赤
十
字
病
院
の

産
科
医
療
の
再
開
が
成
ら
な
か
っ
た
こ
と

は
、
痛
恨
の
極
み
で
あ
っ
た
。
庄
原
い
ち

ば
ん
基
本
計
画
は
、
第
１
期
、
第
２
期
計

画
そ
れ
ぞ
れ
２
年
間
が
計
画
期
間
で
あ

り
、
そ
の
期
間
内
に
庄
原
い
ち
ば
ん
づ
く

り
の
め
ざ
す
全
て
が
達
成
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
過
疎
化
・
人
口
減
少
の
加
速
な

ど
、
本
市
を
取
り
巻
く
環
境
が
一
層
厳
し

さ
を
増
す
中
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
が
正
念

場
で
あ
る
。
優
先
す
べ
き
事
業
を
し
っ
か

り
と
見
極
め
、
確
固
た
る
信
念
で
庄
原
い

ち
ば
ん
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
く
。

 

宇
江
田
豊
彦
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○��

小
中
学
校
に
お
け
る
教
職
員
の
超
過
勤

務
に
つ
い
て

○
民
主
的
な
学
校
教
科
書
採
択
に
つ
い
て

問答

高
齢
者
の
権
利
を
守
る
市
政
を

　
　
　

今
後
、
医
療
・
介
護
提
供
体
制
の

見
直
し
で
、
患
者
の
追
い
出
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
打
ち
切
り
が
新
し
い
法
の
下

で
起
こ
る
こ
と
を
懸
念
す
る
が
、
市
の
基

本
的
認
識
を
伺
う
。

　
　
　

医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
の
中

で
は
、
国
民
の
健
康
の
保
持
と
福

祉
の
増
進
に
係
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
へ
の

需
要
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
効

率
的
か
つ
質
の
高
い
医
療
提
供
体
制
を
構

築
し
、
医
療
や
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な

っ
て
も
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及

び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
促
進
し
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
心
身
と
も
に
健
康
で
安

心
に
満
ち
、
地
域
で
活
躍
し
続
け
ら
れ
る

社
会
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ

れ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
法
の
趣
旨
や
目

的
を
十
分
に
踏
ま
え
、
真
に
支
援
を
必
要

と
す
る
人
が
、
受
け
る
べ
き
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

米
価
下
落
対
策
等
の
予
算
化
に
つ
い
て

　
　
　

米
価
下
落
の
影
響
が
農
家
を
直
撃

し
て
い
る
。
過
去
の
１
億
６
千
万

円
の
予
算
化
の
実
績
に
学
ぶ
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　

米
価
下
落
な
ど
に
対
す
る
補
助
金

の
支
援
は
、
国
の
交
付
金
と
農
業

者
の
積
立
金
に
よ
る
補ほ

填て
ん

制
度
と
し
て
、

収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
、
い
わ
ゆ
る
ナ

ラ
シ
対
策
が
あ
る
。
市
と
し
て
は
、
独
自

の
補ほ

填て
ん

補
助
金
は
考
え
て
い
な
い
が
、
こ

れ
ら
国
の
制
度
の
補ほ

填て
ん

金
が
、
農
業
者
に

も
れ
な
く
交
付
さ
れ
る
よ
う
対
応
し
た

い
。
次
に
、
無
利
息
融
資
制
度
の
創
設
に

つ
い
て
は
、
稲
作
収
入
の
激
減
に
伴
う
資

金
不
足
対
策
と
し
て
、
県
が
11
月
に
、
稲

作
経
営
安
定
緊
急
対
策
資
金
制
度
を
創
設

し
た
。
ま
た
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
で

は
、
農
林
漁
業
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金

へ
の
特
例
措
置
を
新
た
に
実
施
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
制
度
を
12
月
の
広
報
紙
に

よ
り
広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
庄

原
と
広
島
銀
行
に
協
力
を
依
頼
し
た
。
そ

の
他
、
国
は
、
米
の
直
接
支
払
交
付
金
の

前
倒
し
や
、
平
成
26
年
産
米
の
概
算
金
の

早
期
の
追
加
支
払
を
要
請
す
る
な
ど
、
平

成
26
年
の
米
価
下
落
と
作
柄
不
良
へ
の
対

応
が
な
さ
れ
て
お
り
、
市
は
、
こ
れ
ら
の

措
置
が
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
事
務
の

執
行
に
努
め
て
い
る
。

問答

問答

松
まつ

浦
うら

　昇
のぼる

議員

宇
う

江
え

田
だ

豊
とよ

彦
ひこ

議員
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人
口
定
住
対
策
と

�

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
　

島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン

タ
ー
の
研
究
成
果
を
活
用
す
る
な

ど
し
て
、
本
市
の
定
住
対
策
の
具
体
的
戦

略
を
立
て
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

平
成
26
年
度
は
、
集
落
運
営
に
有

効
な
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
講
座
、

地
域
サ
ポ
ー
ト
人
材
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研

修
等
、
当
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
修
に
職
員

や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
参
加
し
て
い

る
。
ま
た
、
当
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
高

速
道
路
等
を
踏
ま
え
た
中
山
間
地
域
構
造

の
分
析
調
査
が
行
わ
れ
、
本
市
の
集
落
人

口
、
拠
点
施
設
等
の
各
種
デ
ー
タ
を
提
供

し
て
い
る
。
次
世
代
の
定
住
を
実
現
す
る

定
住
促
進
効
果
の
解
明
や
小
さ
な
拠
点
等

に
よ
る
周
辺
地
域
対
策
な
ど
、
中
国
地
方

全
体
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
分
析
業
務
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
情
報
提

供
い
た
だ
き
、
今
後
の
定
住
促
進
対
策
に

活
か
し
、
必
要
に
応
じ
て
連
携
す
る
な

ど
、
役
立
て
て
い
き
た
い
。

　
　
　

現
在
ま
で
の
東
城
地
域
で
の
試
行

の
成
果
と
課
題
は
何
か
。
今
後
ど

の
よ
う
に
展
開
さ
せ
る
考
え
か
。

　
　
　

１
回
目
の
試
行
を
終
え
た
10
月
末

の
実
施
状
況
は
、
出
荷
者
81
名
、

加
盟
店
70
店
舗
、
出
荷
さ
れ
た
木
材
の
総

量
１
４
６
ト
ン
、
地
域
通
貨
85
万
９
千
円

分
が
発
券
さ
れ
た
。
現
時
点
で
の
成
果
と

し
て
は
、
未
利
用
材
を
地
域
で
活
用
す
る

仕
組
み
が
で
き
た
こ
と
で
、
山
へ
目
が
向

き
、
実
際
に
山
へ
入
り
、
山
の
手
入
れ
に

つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、地
域
材
の
流
通
は
、

地
元
商
店
の
活
性
化
の
一
助
と
な
っ
て
お

り
、
林
業
と
商
業
の
連
携
効
果
が
出
始
め

た
。
課
題
と
し
て
は
、
出
荷
登
録
者
に
高

齢
者
が
多
い
た
め
、
木
材
の
搬
出
等
、
負

担
の
少
な
い
出
荷
方
法
の
検
討
や
、
将
来

的
に
実
行
委
員
会
の
自
立
的
な
運
営
が
可

能
と
な
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
、
加
盟
店
舗

を
ふ
や
す
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
市
と
し
て

は
、
試
行
終
了
後
の
実
行
委
員
会
で
の
検

証
結
果
を
も
と
に
、
課
題
や
問
題
点
を
整

理
し
、
各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
制
度
を

検
討
の
上
、
広
く
市
内
へ
広
が
っ
て
い
く

よ
う
、
今
後
と
も
取
り
組
み
を
進
め
る
。

 

谷
口
隆
明
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○�

平
成
27
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
に

つ
い
て

問答

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

問答

人
口
減
少
に
対
す
る
本
市
の
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

平
成
26
年
５
月
、
日
本
創
成
会
議

は
、
２
０
４
０
年
に
５
３
２
の
市

町
村
が
消
滅
す
る
可
能
性
が
高
い
と
公
表

し
た
が
、
本
市
の
今
後
の
人
口
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

市
民
が
住
み
続
け
る
・
転
出
し
な

い
取
り
組
み
を
基
盤
と
し
、
出
生

と
死
亡
に
よ
る
自
然
減
の
抑
制
、
本
市
出

身
者
の
帰
郷
定
住
の
促
進
、
新
規
転
入
へ

の
対
応
と
い
う
、
目
的
や
対
象
者
を
明
ら

か
に
し
た
施
策
展
開
が
重
要
だ
と
考
え
る
。

既
存
の
直
接
的
、具
体
的
な
事
業
と
し
て
、

帰
ろ
う
や
倶
楽
部
の
充
実
、
就
職･

起
業

応
援
事
業
、
若
者
の
住
宅
取
得
・
改
修
助

成
や
新
婚
世
帯
の
家
賃
補
助
、
空
家
バ
ン

ク
の
活
用
や
定
住
相
談
事
業
な
ど
が
該
当

す
る
。
定
住
促
進
に
お
い
て
特
に
重
視
す

べ
き
暮
ら
す
場
所
の
選
択
や
結
婚
、
出
産

の
判
断
は
、
個
人
に
委
ね
ら
れ
、
行
政
で

の
誘
導
に
は
限
界
も
あ
る
が
、
本
市
の
魅

力
を
発
信
し
、
体
験
す
る
こ
と
な
ど
、
対

象
者
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
基
本
に
、

よ
り
有
効
な
施
策
を
研
究
・
実
施
す
る
。

有
害
鳥
獣
（
野
猿
）
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

①
生
息
数
・
被
害
状
況
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

②
こ
れ
ま
で
の
駆
除
依
頼
申
請
を
受
け
る

中
で
、
今
後
の
有
効
な
防
止
策
を
伺
う
。

　
　
　

①
生
息
数
は
把
握
で
き
て
い
な
い

が
、
野
生
猿
は
基
本
的
に
集
団
で

行
動
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
単
体
の
は
ぐ

れ
猿
は
全
市
的
に
目
撃
さ
れ
て
い
る
。
集

団
で
の
目
撃
や
農
作
物
等
へ
の
被
害
は
、

東
城
地
域
と
西
城
地
域
に
集
中
し
て
い

る
。
農
作
物
等
へ
の
被
害
状
況
は
、
平
成

23
年
度
６
４
０
万
円
、
24
年
度
６
２
０
万

円
、
25
年
度
１
５
０
万
円
で
あ
る
。

②
一
つ
目
と
し
て
農
作
物
の
ほ
場
に
ネ
ッ

ト
を
設
置
し
進
入
を
防
止
す
る
方
法
が
あ

り
、
他
県
の
事
例
を
含
め
、
一
定
の
効
果

が
実
証
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
目
と
し
て
、

野
生
猿
が
出
没
し
た
際
に
、
付
近
住
民
が

ロ
ケ
ッ
ト
花
火
等
に
よ
り
追
い
払
い
を
行

い
、
そ
の
集
落
へ
近
づ
か
な
い
よ
う
学
習

を
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
三
つ
目

と
し
て
、
常
習
的
に
出
没
す
る
地
域
や
民

家
周
辺
な
ど
で
は
、
人
的
被
害
も
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
班
に
対

し
、
銃
に
よ
る
捕
獲
を
依
頼
す
る
。
こ
の

三
点
が
、
野
生
猿
に
対
す
る
有
効
な
被
害

防
止
策
だ
と
考
え
て
お
り
、
出
没
状
況
に

応
じ
た
段
階
的
な
対
策
を
行
う
必
要
が
あ

る
。

問答

問答

徳
とく

永
なが

　泰
ひろ

臣
おみ

議員

谷
たに

口
ぐち

　隆
たか

明
あき

議員
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ここが聞きたい

一般質問

本
市
の
教
育
施
策
に
つ
い
て

　
　
　

本
市
の
教
育
行
政
施
策
に
﹁
地
域

全
体
で
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に

学
校
・
地
域
・
家
庭
が
連
携
・
協
力
で
き

る
体
制
づ
く
り
﹂
と
あ
る
が
、
そ
の
具
体

的
な
施
策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

学
校
教
育
で
は
、
地
域
や
産
業
界

と
連
携･

協
働
し
た
体
験
活
動
の

充
実
や
、
地
域
の
理
解
を
深
め
る
学
校
公

開
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
生
涯
学
習
で

は
、
地
域
力
醸
成
事
業
と
し
て
世
代
間
交

流
・
家
庭
教
育
の
推
進
や
放
課
後
子
ど
も

教
室
の
開
設
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

進
捗
状
況
は
、
体
験
活
動
で
は
、
市
内
各

中
学
校
で
５
日
間
の
職
場
体
験
学
習
を

行
っ
て
い
る
。
学
校
公
開
の
充
実
で
は
、

今
年
度
、
全
小
中
学
校
が
授
業
公
開
や
、

保
護
者
や
地
域
の
方
を
招
い
て
の
学
習
発

表
会
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
生
涯
学
習
で

は
、
保
護
者
向
け
講
座
の
開
催
や
、
地
域

の
講
師
に
よ
る
陶
芸
教
室
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。
家
庭
教
育
で
は
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
、
親
子
が
地
域
の
方
々
と
一

緒
に
活
動
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
学
校
・

地
域
・
家
庭
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
自
治
振
興
区

へ
委
託
し
、
子
ど
も
に
勉
強
や
ス
ポ
ー

ツ
、
住
民
と
の
体
験
交
流
活
動
な
ど
の
機

会
を
提
供
し
て
い
る
。

本
市
の
林
業
振
興
に
つ
い
て

　
　
　

森
林
・
林
業
が
持
つ
多
面
的
な
機

能
を
市
民
の
視
点
か
ら
検
討
し
て

い
く
こ
と
は
、
林
業
の
活
性
化
の
み
な
ら

ず
本
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
県
民
税
を

活
用
し
た
事
業
を
平
成
19
年
度
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
間
伐
に
よ
る
人
工
林

の
健
全
化
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
里
山
林
対
策
で
は
、
マ
ツ
タ
ケ
山
再
生

活
動
や
森
の
学
校
の
開
催
な
ど
、
各
種
団

体
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
森

林
と
し
て
の
機
能
の
回
復
作
業
や
啓
発
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
の
推

進
に
つ
い
て
委
員
会
を
設
置
し
、
各
種
市

民
団
体
か
ら
も
委
員
と
し
て
意
見
を
伺
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
、
広
く

市
内
へ
広
が
る
こ
と
で
、
様
々
な
団
体
や

市
民
が
森
林
へ
興
味
と
関
心
を
持
ち
、
森

林
を
活
用
し
た
新
た
な
ア
イ
デ
ア
も
生
ま

れ
る
も
の
と
考
え
る
。
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
捉
え
、
森
林

活
用
に
関
す
る
新
た
な
提
案
も
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
市
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
。

問答

問答

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
　
　

①
保
育
ニ
ー
ズ
の
拡
大
が
考
え
ら

れ
る
中
で
、
保
育
士
の
確
保
な
ど

に
つ
い
て
、
十
分
に
対
応
で
き
る
の
か
。

②
子
育
ち
支
援
に
つ
い
て
も
大
切
と
考
え

る
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

①
平
成
27
年
度
か
ら
実
施
予
定
の

子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
へ
の

対
応
の
た
め
、
現
在
、
子
ど
も
子
育
て
支

援
事
業
計
画
を
策
定
し
て
お
り
、
そ
の
中

で
現
在
の
利
用
状
況
な
ど
に
よ
る
保
育
の

ニ
ー
ズ
量
と
し
て
見
込
み
を
算
出
し
、
そ

れ
に
対
す
る
保
育
士
の
確
保
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
お
り
、
現
時
点
で
は
、
そ
の

ニ
ー
ズ
量
は
充
足
で
き
る
。
年
度
中
途
で

の
入
所
申
請
に
対
し
て
は
、
各
保
育
所
の

施
設
規
模
に
応
じ
た
定
員
の
範
囲
内
で
、

適
正
な
職
員
数
を
確
保
し
対
応
す
る
。

②
子
育
ち
支
援
と
は
、
子
ど
も
の
育
つ
力

を
見
守
り
、
育
み
、
支
援
す
る
と
い
う
視

点
で
の
子
育
て
だ
と
思
う
が
、
現
在
策
定

中
の
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
中

で
、
子
ど
も
が
遊
び
や
学
び
を
通
し
て
、

自
立
心
や
社
会
性
を
身
に
つ
け
、
一
人
ひ

と
り
の
個
性
が
尊
重
さ
れ
、
子
ど
も
自
ら

が
心
身
と
も
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る

保
育
等
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
政
策
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

文
化
芸
術
に
つ
い
て

　
　
　

文
化
庁
の
文
化
芸
術
グ
ロ
ー
カ
ル

化
推
進
事
業
と
い
う
地
域
の
文
化

資
源
を
活
用
し
た
計
画
的
な
文
化
芸
術
活

動
を
支
援
す
る
事
業
が
あ
る
が
、
こ
れ
を

活
用
し
、
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を
行

え
な
い
か
。

　
　
　

文
化
芸
術
の
振
興
と
地
域
活
性
化

に
取
り
組
む
こ
と
に
、
大
い
に
賛

成
で
あ
り
、
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る

が
、
文
化
庁
の
こ
の
事
業
が
、
本
市
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
か
、
本
市
の
文
化
芸
術
の

基
盤
や
実
態
、
住
民
意
識
な
ど
を
よ
く
検

討
し
て
、
慎
重
に
研
究
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
ま
で
先
人
が
築
い
て
き
た
文
化

芸
術
を
受
け
継
ぎ
、
ま
た
新
た
に
創
り
出

す
文
化
芸
術
を
ど
う
す
る
の
か
な
ど
、
課

題
が
い
く
つ
も
あ
る
。
今
後
、
地
域
で
行

わ
れ
て
い
る
文
化
芸
術
活
動
や
、
そ
の
力

を
反
映
し
た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
、
情
報
収
集
を
す
る
な
ど
、
本
市

の
め
ざ
す
姿
や
方
向
性
を
考
え
た
い
。

 

五
島
誠
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
長
期
総
合
計
画
に
つ
い
て

○
庄
原
い
ち
ば
ん
基
本
計
画
に
つ
い
て

問答

問答

政
まさ

野
の

　太
ふとし

議員

五
ご

島
しま

　誠
まこと

議員
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
状
に
つ
い
て

　
　
　

平
成
26
年
４
月
よ
り
５
名
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
が
採
用
と
な
っ

た
が
、
か
な
り
苦
戦
し
て
い
る
と
の
情
報

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
現
状
分
析
と
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

着
地
型
観
光
の
推
進
、
自
治
・
定

住
促
進
活
動
、
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
立
ち
上
げ
と
運
営
、
総
領
地
域
の
空

き
家
活
用
に
よ
る
定
住
促
進
活
動
、
西
城
地

域
の
特
産
品
の
デ
ザ
イ
ン
化
と
開
発
を
活
動

テ
ー
マ
に
５
名
を
採
用
し
た
が
、
８
月
末
で

着
地
型
観
光
の
推
進
を
テ
ー
マ
と
し
た
協
力

隊
員
が
辞
職
し
、
市
観
光
協
会
へ
就
職
し
た

た
め
、
現
在
は
４
名
が
活
動
し
て
い
る
。
協

力
隊
員
は
慣
れ
な
い
生
活
の
中
、
地
域
と
の

付
き
合
い
方
な
ど
、
活
動
す
る
上
で
課
題
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
協
力

隊
員
と
配
属
先
の
市
職
員
で
構
成
す
る
定
期

的
な
連
絡
会
議
や
交
流
会
等
の
実
施
、
必
要

に
応
じ
て
の
個
別
相
談
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト
に

努
め
て
い
る
。
引
き
続
き
、
協
力
隊
員
の
活

動
が
充
実
す
る
よ
う
連
携
を
深
め
、
協
力
隊

員
の
定
住
・
定
着
に
結
び
つ
く
よ
う
努
力
し

た
い
。

　
　
　

平
成
26
年
３
月
定
例
会
で
﹁
良
い

考
え
だ
か
ら
、研
究
し
て
み
た
い
﹂

と
い
う
趣
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
が
、
本
市

で
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

ド
イ
ツ
で
の
事
例
を
交
え
、
家
畜

の
排
せ
つ
物
な
ど
に
よ
る
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
に
関
す
る
一
般
質
問
に
対
し
、

市
行
政
と
し
て
、
で
き
る
こ
と
を
研
究
、

検
討
し
た
い
と
答
弁
し
た
。
そ
の
後
、
５

月
に
関
係
５
課
で
議
員
を
座
長
と
し
た
勉

強
会
を
開
催
し
、
情
報
共
有
や
課
題
、
実

現
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
た
。
以
後

も
資
料
や
情
報
の
収
集
は
継
続
し
て
い
る

が
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
、
燃
料
と
な
る

資
源
の
選
定
や
必
要
量
の
確
保
な
ど
、
事

前
準
備
や
解
決
す
べ
き
課
題
も
多
く
、
具

体
的
な
取
り
組
み
に
至
っ
て
い
な
い
。
先

の
答
弁
の
と
お
り
、
市
が
参
画
す
る
場
合

は
、
そ
の
目
的
が
農
林
業
の
振
興
や
農
家

所
得
の
向
上
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
現
段

階
で
は
事
業
主
体
を
市
の
直
営
と
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
判
断
し
て
お
り
、
民
間
企

業
な
ど
の
事
業
化
支
援
に
限
定
さ
れ
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
引
き
続
き
調
査
・
研
究
に
努
め
た

い
。

 

林
高
正
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
職
員
の
自
己
研
修
制
度
創
設
に
つ
い
て

問答

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
つ
い
て

問答

指
定
管
理
に
つ
い
て

　
　
　

①
指
定
管
理
者
に
管
理
運
営
さ
せ

て
い
る
保
育
所
に
お
い
て
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
誤
食
が
発
生
し
た
。
本
市
は

そ
の
総
括
か
ら
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
改
善
に
取
り
組
ん
だ
。
新
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
、
現
場
へ
の
指
導
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

②
公
的
施
設
を
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り

管
理
運
営
す
る
場
合
、
指
定
管
理
者
が
雇

用
す
る
労
働
者
賃
金
支
払
い
状
況
を
詳
細

に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約
に
変
更

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

①
９
月
に
策
定
し
た
保
育
所
に
お

け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
10
月
８
日
に
は
全

職
員
を
対
象
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
実
施
し
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

基
礎
、
保
育
所
に
お
け
る
対
応
の
流
れ
と

役
割
、
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
周
知
し

た
。
そ
の
後
、
所
長
会
議
や
調
理
部
会
に

お
い
て
、
各
保
育
所
で
の
対
応
や
調
理
工

程
表
、
個
別
対
応
献
立
表
の
作
成
等
に
つ

い
て
の
研
修
を
行
い
、
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故

未
然
防
止
の
意
識
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
11
月
か
ら
児
童
福
祉
課
栄
養

士
が
調
理
指
導
の
中
で
、
12
月
か
ら
、
児

童
福
祉
課
専
門
員
が
保
育
所
指
導
監
査
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
各
保
育
所
を
巡
回

し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
事
故
未
然
防
止
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
に
基
づ
く
状
況
把
握
を
行
い
、

事
故
防
止
を
図
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
保

護
者
と
の
連
携
を
重
視
し
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
ヘ
の
正
し
い
情
報
を
発
信
す
る
と
と

も
に
、
正
し
い
知
識
に
基
づ
い
た
指
導
を

図
っ
て
い
く
。

②
指
定
管
理
料
は
、
指
定
管
理
者
が
仕
様

書
等
に
基
づ
い
て
、
当
該
施
設
の
管
理
運

営
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
経
費
で
、

市
の
積
算
基
準
等
に
基
づ
い
て
決
定
し
て

お
り
、
指
定
管
理
料
の
執
行
は
、
指
定
管

理
者
の
責
任
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。
指

定
管
理
者
が
雇
用
す
る
労
働
者
の
賃
金
に

つ
い
て
は
、
最
低
賃
金
法
な
ど
の
関
係
法

令
を
遵
守
す
る
中
で
、
他
の
経
費
と
同
様

に
、
指
定
管
理
者
の
責
任
で
決
定
さ
れ
、

執
行
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
指
定
管
理
者

は
、
民
間
事
業
者
で
あ
り
、
関
係
法
令
が

遵
守
さ
れ
て
い
る
限
り
、
各
会
社
の
賃
金

や
給
与
に
ま
で
、
市
が
関
与
し
、
支
払
い

状
況
の
詳
細
を
把
握
す
る
必
要
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。
な
お
、
指
定
管
理
業
務
に

係
る
人
件
費
総
額
な
ど
の
経
費
は
、
指
定

管
理
者
か
ら
年
度
終
了
後
に
提
出
さ
れ
る

収
支
報
告
書
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。

問答

福
ふく

山
やま

　権
けん

二
じ

議員

 林
はやし

　高
たか

正
まさ

議員
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　　　   議会活動一年間平成26年
◆本会議

◆常任委員会 ◆特別委員会

◆特別委員会　分科会

◆議会運営委員会

◆議員全員協議会

◆議会広報委員会

回　　　　数 1 2 3 4 5 6 7 計
会 議 区 分 臨時会 定例会 定例会 臨時会 定例会 臨時会 定例会
開 会 日 1月29日 2月26日 6月16日 7月30日 9月3日 10月27日 11月25日
閉 会 日 1月29日 3月24日 6月30日 7月30日 9月30日 10月27日 12月19日
会 期 日 数 1日 27日 15日 1日 28日 1日 25日 98日
審
議
案
件

条 　 例 19 3 7 6 35
予 　 算 1 33 1 13 14 62
そ の 他 41 13 1 28 1 3 87

小　　　　計 1 93 17 1 48 1 23 184

審
　
　
議
　
　
結
　
　
果

原 案 可 決 1 82 9 1 27 1 20 141
修 正 可 決 1 1
同 　 意 10 6 2 18
承 　 認 1 1 1 3
選 　 任 0
許 　 可 0
認 　 定 18 18
推 せ ん 1 1
否 　 決 0

請
願
陳
情

採 　 択 1 1
趣旨採択 0
不 採 択 1 1
審議未了 0

継 続 審 査 0
選 　 　 挙 0

小　　　　計 1 93 17 1 48 1 23 184
議 員 出 席 率 100% 100% 96% 100% 99% 100% 100% 99%
出 席 延 人 数 20人 120人 96人 20人 119人 20人 140人 535人 

常任委員会
回　数 出席延人数 出席率

開会中 閉会中 開会中 閉会中 開会中 閉会中

総務財政
委員会 9回 13回 54人 77人 100% 98%
調査会 0 6回 0 35人 0 97%

教育民生
委員会 11回 10回 63人 58人 95% 96%
調査会 0 6回 0 32人 0 88%

産業建設
委員会 6回 1回 42人 7人 100% 100%
調査会 0 7回 0 46人 0 93%

開会日数 出席延人数 出席率
議会運営委員会 29日 168人 96%

開会日数 出席延人数 出席率
議員全員協議会 17日 332人 97%

開会日数 出席延人数 出席率
議会広報委員会 9日 40人 88%

特別委員会 開会回数 出　席
延人数 出席率

予算審査 2回 38人 100%
決算審査 2回 35人 97%
木質バイオマス利活用プラント
整備補助事業調査 11回 84人 95%

分科会 開会回数 出　席
延人数 出席率

総務財政 26年度予算 4回 20人 100%
25年度決算 4回 20人 100%

教育民生 26年度予算 4回 24人 100%
25年度決算 4回 24人 100%

産業建設 26年度予算 5回 35人 100%
25年度決算 4回 24人 100%

行政視察受入状況
11月20日　新潟県上越市議会　会派新政
� （過疎対策について）
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12
月
定
例
会
の
最
中
、
衆
議

院
議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
自

民
党
が
大
勝
し
、
安
倍
内
閣
続

投
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
景
気

回
復
が
大
都
市
や
大
企
業
だ
け

で
な
く
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
地

方
で
も
早
く
実
感
で
き
る
よ
う

な
地
方
創
生
を
実
行
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
庄
原
市
合
併
10
周

年
。
合
併
時
の
第
１
期
目
の
議

員
数
は
33
名
、
第
２
期
目
は
25

名
、
現
在
第
３
期
目
は
20
名
で

す
。
議
会
改
革
を
合
言
葉
に
議

会
基
本
条
例
を
つ
く
り
、
情
報

は
全
て
公
開
し
、
議
会
報
告
会

の
開
催
な
ど
、
わ
か
り
や
す
い

議
会
を
め
ざ
し
、
議
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
だ
よ
り
は
市
民
と
議

会
を
つ
な
ぐ
会
報
で
す
。
ご
一

読
い
た
だ
き
、
ご
意
見
を
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

議
会
広
報
委
員
会

　

委 

員 

長　
　
赤
木　

忠
德

　

副
委
員
長　
　

垣
内　

秀
孝

　

委　
　

員　
　

門
脇　

俊
照

　
　
　
　
　
　
　

林　
　

高
正

　
　
　
　
　
　
　

竹
内　

光
義

〔発行〕 庄原市議会　〒727-8501　広島県庄原市中本町一丁目10番1号　☎0824-73-1162　〔編集〕 議会広報委員会　〔印刷〕 シンセイアート株式会社

E-mail gikai@city.shobara.lg.jp　　ホームページ　http://www.city.shobara.hiroshima.jp/gikai/index.html

日にち 主な会議名

２月26日（木） 本会議
２月27日（金） 本会議
３月16日（月） 本会議（一般質問〔代表〕）
３月17日（火） 本会議（一般質問〔個人〕）
３月18日（水） 本会議（一般質問〔個人〕）
３月19日（木） 本会議
３月25日（水） 本会議

３月定例会の主な日程（予定）

※予定のため、変更となる場合があります。
　詳しくは議会事務局（TEL0824-73-1162）へお問い合わせください。
　本会議は、いずれも午前10時から開会の予定です。

　本会議生中継映像をインターネット上で配信しています。ぜひ
ご利用ください。なお、録画映像も30日間はご覧いただけます。
〈アクセス方法〉　
　庄原市議会ホームページ
　（http://www.city.shobara.hiroshima.jp/gikai/index.html）

議会中継を選択→ユーストリーム配信を視聴するを選択

議会の動き 11・12・1月

	 4日	 議会運営委員会
	 	 議会広報委員会
	 10日	 産業建設常任委員会（所管事務調査）
	 12日	 総務財政常任委員会
	 13日	 �木質バイオマス利活用プラント

　整備補助事業調査特別委員会
	 	 教育民生常任委員会
	 	 教育民生調査会
	 17日	 産業建設調査会
	 	 産業建設常任委員会
	 18日	 議会運営委員会
	 �	 木質バイオマス利活用プラント

　　整備補助事業調査特別委員会
	 20日	 �木質バイオマス利活用プラント

　整備補助事業調査特別委員会
	 25日	 議会運営委員会
	 	 第７回市議会定例会
	 	 議員全員協議会
	 26日	 議会運営委員会
	 �	 木質バイオマス利活用プラント

　　整備補助事業調査特別委員会
	 27日	 �木質バイオマス利活用プラント

　整備補助事業調査特別委員会

	 2日	 総務財政常任委員会
	 3日	 議会運営委員会
	 	 第７回市議会定例会
	 	 �木質バイオマス利活用プラント

　整備補助事業調査特別委員会
	 4日	 �木質バイオマス利活用プラント

　整備補助事業調査特別委員会
	 5日	 教育民生常任委員会
	 8日	 総務財政常任委員会
	 	 産業建設常任委員会
	 	 �木質バイオマス利活用プラント

　整備補助事業調査特別委員会
	 9日	 �木質バイオマス利活用プラント

　整備補助事業調査特別委員会
	 11日	 �木質バイオマス利活用プラント

　整備補助事業調査特別委員会
	 12日	 議会運営委員会
	 	 第７回市議会定例会
	 15日	 第７回市議会定例会
	 16日	 第７回市議会定例会
	 17日	 第７回市議会定例会
	 	 総務財政常任委員会
	 	 教育民生常任委員会

	 19日	 議会運営委員会
	 	 第７回市議会定例会
	 	 議員全員協議会
	 	 議会広報委員会

	 6日	 総務財政常任委員会
	 14日	 �木質バイオマス利活用プラント

　整備補助事業調査特別委員会
	 15日	 総務財政常任委員会（行政視察）
	 20日	 総務財政常任委員会
	 22日	 �木質バイオマス利活用プラント

　整備補助事業調査特別委員会
	 26日	 教育民生調査会
	 28日	 教育民生常任委員会（所管事務調査）
	 29日	 議会運営委員会
	 �	 木質バイオマス利活用プラント

　　整備補助事業調査特別委員会
	 30日	 総務財政常任委員会

11 月 12月

1月

初日

2日目

3日目

5日目
4日目

6日目

最終日

～16日

　国営備北丘陵公園には、冬でも楽しめるイベント
がたくさん用意されています。毎年恒例となったイルミ
ネーションは、土日祝日限定で2月15日まで開催期間
が延長されました。また、屋内花装飾が楽しめるハッ
ピーフラワーガーデンや、鮮やかな花をつける冬咲き
ぼたん展は、2月22日まで開催されています。


